
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 酸素欠乏症等危険作業計画書 
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（西暦）   年  月  日 

 

酸 素 欠 乏 症 等 危 険 作 業 計 画 書 
 

 

下記の計画により作業を行います。 

委 託 名 称  

酸 素 欠 乏 症 等 

危 険 作 業 場 所 

第１種 

第２種 

作 業 期 間 (西暦)   年  月  日 ～ (西暦)   年  月  日 

作 業 管 理 体 制 

 

酸 素 欠 乏 症 等 

危険作業主任者 

氏 名 修了証番号 

第１種 

第２種 

測 定 器 形 式 

酸素濃度計 硫化水素濃度計 

換 気 設 備 形 式 台 数 

保護具及び安全帯等  

酸素欠乏症等危険作業に 

おける測定方法及び回数 

 

備 考 
・酸 素 濃 度 １８％以上 

・硫化水素濃度 １０ppm以下 
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酸素及び硫化水素濃度測定記録 
 

 

委託名称 測定日（西暦）   年  月  日・天候   

 

                   測定者                    

 

測定箇所 酸素計 形 

 使用測定計器名 硫化水素計 形 

                   酸素・硫化水素計 形 

  

測定点 時 刻 

結 果 

時 刻 

結 果 

時 刻 

結 果 

Ｏ２ 

％ 

Ｈ２Ｓ  

ppm 

Ｏ２ 

％ 

Ｈ２Ｓ  

ppm 

Ｏ２ 

％ 

Ｈ２Ｓ 

ppm 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                   

措 置 

その他 
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（測定箇所の図） 
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３ ポンプ操作を伴う請負工事等の 

連絡体制マニュアル（案） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

ポンプ操作を伴う請負工事等の連絡体制マニュアル（案） 
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１ 目 的 

CWO では、市内全域の下水処理場、抽水所（ポンプ場）の運転・維持管理をはじめ、管路施設の維持管

理を受託している。 

管路の改築・更新及び補修の工事、また調査・清掃等の業務（以下「工事等」という。）は、既存施設を稼

動させながら行うこととなるが、なかでもポンプ運転操作の変更を伴う場合、運転管理・安全管理の面で十分

留意する必要があるため、実施にあたっては、安全管理体制の強化が不可欠と考えられる。 

そこで、本マニュアル（案）は、工事等に係る発注者（監督担当者）・下水処理場・抽水所のポンプ運転操

作者・工事等の受注者における三者間の関係者（以下「三者関係者」という。）で作業における危険性の認

識を共有するとともに、安全に工事等を行うための連絡体制の確立に向けて作成したものである。 

 

２ 適 用 

本マニュアル（案）は、下水処理場・抽水所において、汚水ポンプの低水位運転、送水停止及び雨水ポン

プの運転操作の変更が必要な管渠内、槽内での工事等に適用する。 

 

３ 連絡体制の確立 

連絡体制の確立は、次のように行うことを基本とする。 

（１） 打合せ会 

ア 打合せ会は当該工事等の監督担当者が主催する。 

イ 打合せ会は、原則として次の３者関係者の出席により行う。 

（ア）監督担当者 

（イ）下水処理場・抽水所のポンプ運転操作に係る連絡責任者 

（ウ）工事等の受注者（以下「受注者」という。）の連絡責任者（現場代理人及び監理技術者等、委託業務

は業務責任者等で、それぞれ複数人の体制） 

 

（２） 打合せ内容の記録 

ア 監督担当者は、打合せ内容を記録し、出席者の確認を得る。 

イ 監督担当者は、打合せ内容に変更が生じた場合、その都度修正し、３者関係者に周知する。 

 

（３） 打合せ時期 

ア 打合せ時期は、ポンプ運転操作の変更を必要とする工程初日の２週間前までに行うことを原則とする。 

 

（４） 確認事項 

ア 工事等概要 

(ア) 工事等名称 

(イ) 工事等目的 

(ウ) 工事等内容 

(エ) 受注者名 
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イ 工事等場所 

(ア) 位置図 

(イ) 施工範囲 

ウ 工事等期間 

(ア) 全体工程表 

エ 時間工程 

（ア） 送水停止可能時間 

（イ） 昼夜の別 

（ウ） 開始時刻、終了時刻 

（エ） 作業別時間 

オ 連絡体制 

（ア） 各連絡責任者（下水処理場・抽水所連絡責任者、監督担当者、受注者連絡責任者） 

（イ） 連絡先（監督担当、下水処理場、抽水所及び受注者電話等並びに受注者連絡責任者携

帯電話（複数人体制で、2台とする。）） 

（ウ） 受注者の連絡責任者の１人は、連絡が取れる受信可能の地上に現場常駐すること。 

（エ） 連絡方法と記録 

・ 直接対話または電話等で行う。ただし、受注者連絡責任者からの電話連絡は、 

ＦＡＸまたはメールを併用する。 

・ 使用機器は、工事等の内容により下記から選択する。 

専用携帯電話 

ＦＡＸ（TELで確認が必要） 

メール（TELで確認が必要） 

・ 記録は、工事等連絡記録簿（添付資料－４）を使用する。 

（オ） 緊急時（雨天時等）作業中止の判断者及び判断基準の設定 

（下水処理場・抽水所連絡責任者、受注者） 

カ 連絡フロー 

（ア） 通常時 （添付資料－１） 

（イ） 緊急時 （添付資料－２） 

なお、上記連絡フローにより難い場合は、同等以上の連絡体制が確保できるよう十分配慮し、別途

連絡フローを定めるものとする。 

キ 緊急時（雨天時等）対策 

（ア） 避難経路の設定（２方向が望ましい。） 

（イ） 避難時間の把握 

（ウ） 機器等流出防止方法 

（エ） 資機材撤収時間の把握 

ク 緊急時（雨天時等）作業中止判断の情報収集 

（ア） 取入口水位 

（イ） 作業現場付近の水位 

（ウ） 降雨情報の取得方法例 
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・ 気象庁発表の降水確率、注意報・警報  電話番号 １７７ 

・ 気象庁高解像度降水ナウキャスト https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/ 

・ 大阪市降雨情報システム  https://www.ame.city.osaka.lg.jp/pweb/ 

・ 国土交通省降雨情報     https://www.river.go.jp/   

・ その他 

ケ 事前調査結果 

(ア) 下水処理場・ポンプ場施設及び排管系統図（汚水系、雨水系等降雨及びポンプ操作と現場状況と

の関連性の認識） 

(イ) 平常時水位、ポンプ停止時水位 

(ウ) 昇降設備の確認 

(エ) ビルピット及び工場排水等の確認 

(オ) 酸素、硫化水素、可燃性ガス濃度の測定 

(カ) その他 

 

４ 添付資料 

添付資料－１ 連絡フロー(通常時) 

添付資料－２ 連絡フロー(緊急時) 

添付資料－３ 連絡応答例について 

添付資料－４ 工事連絡記録簿 

添付資料－５ 工事連絡記録簿記入例 

添付資料－６ 用語の説明 

 

https://www.jma.go.jp/jp/highresorad/
https://www.ame.city.osaka.lg.jp/pweb/
https://www.river.go.jp/
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添付資料－１
連絡フロー（通常時）

○ 数字はフローの順序

下水処理場・抽水所連絡責任者 受注者連絡責任者

① ②

作業予定の引継ぎ

中止 中止
運転対応状況確認 作業の実施・中止の決定

作業予定の引継ぎ

③ 実施 ④
作業中止の確認

⑤ 当日の作業連絡

ポンプ停止依頼

当日の作業連絡

ポンプ停止依頼の確認

作 　安全確認事項

　　・　硫化水素濃度の測定

⑥ 　　・　酸素濃度の測定

ポンプ停止 　　・　可燃性ガス濃度の測定

　　・　管内水位

　　・　作業員全員の氏名

業 　確認事項の記録

　降雨情報の随時（繰返し）取得

作　業　開　始

⑦
作業開始の確認

当 作　業　終　了

　安全確認事項

　　・　作業員全員の氏名を

　　　地上で確認

　確認事項の記録

⑨ ⑧
日 退避完了の連絡

⑨ 退避完了の再確認

ポンプ運転可能連絡の確認

ポンプ運転開始

⑨ ① ポンプ運転開始連絡の確認 ⑩
ポンプ運転開始の連絡 　　（工事内容により、

② 水位復元等状態確認）　　 ③

ポンプ運転可能の連絡

ポンプ運転可能の連絡

ポンプ運転開始の確認

退避完了連絡の確認 退避完了連絡の確認

ポンプ運転準備

作業中止の確認

監督担当者または監督補助者

作
業
前
日

翌日作業予定
(実施･中止)の確認

翌日作業予定
(実施･中止)の連絡

翌日作業予定
(実施･中止)の確認

運転対応



添 3－5 

添付資料－２

連絡フロー（緊急時）
数字は緊急時

下水処理場・抽水所連絡責任者 受注者連絡責任者

作業前日から

中止 中止
運転対応状況確認 作業の実施・中止の決定

作業予定の引継ぎ

実施

作業中止の確認

当日の作業連絡

ポンプ停止依頼

当日の作業連絡

ポンプ停止依頼の確認

　安全確認事項

作 　　・　硫化水素濃度の測定

　　・　酸素濃度の測定

ポンプ停止 　　・　可燃性ガス濃度の測定

　　・　管内水位

　　・　作業員全員の氏名

　確認事項の記録

　降雨情報の随時（繰返し）取得

業 作　業　開　始

11

緊急時の作業中止・退避連絡 緊　急　退　避

当

作　業　中　止

　安全確認事項

　　・　作業員全員の氏名を

　　　地上で確認

日 　確認事項の記録

退避完了の連絡

退避完了の再確認

ポンプ運転可能連絡の確認

ポンプ運転開始

ポンプ運転開始連絡の確認

ポンプ運転開始の連絡 　　（工事内容により、

水位復元等状態確認）　　

ポンプ運転準備

作業開始の確認

退避完了連絡の確認

ポンプ運転開始の確認

監督担当者または監督補助者

ポンプ運転可能の連絡

ポンプ運転可能の連絡

退避完了連絡の確認

作業中止の確認
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添付資料－３ 

 

連 絡 応 答 例 に つ い て 

 

１ 連絡応答例中の○数字、□数字は、添付資料１～２の各連絡フローに対応する。 

２ 実際の応答は、「作業前日の連絡応答例 ア作業を中止する場合①」のようになるが、②以降は 

必要事項をまとめて記述した。 

３ 連絡応答例中のゴシック体は、復唱を示す。 

４ ＦＡＸによる連絡例は、電話または対面による応答例の一部を抽出したものです。ＦＡＸを 

使用して連絡にあたる場合は、電話または対面による応答例を参考にすること。 

５ ＦＡＸは、工事実施日の通し番号を記入すること。 

必要に応じて電話で確認すること。 

電話で確認した場合は、連絡記録簿に記入すること。 

６ 以下の連絡応答例に使用する略称は次のとおり。 

・ 受注者 ····················· 受注者の連絡責任者をいう。 

・ 下水処理場・抽水所 ········· 下水処理場・抽水所の連絡責任者をいう。 

・ 監督担当 ··················· 工事等を当該担当する土木施設管理課、施設課、設備課を 

いう。 
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１ 連絡応答例（通常時） 

 

（１）   作業前日の連絡応答例 

 

ア 作業を中止する場合 

 

① 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、□□（下水処理場又は抽水所名） 

ですか？」 

   (処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、□□です。××建設の△△さんですね。」 

受 注 者  ――「はい、○○さんをお願いします。」 

   (処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、○○です。」 

受 注 者  ――「明日の作業は、＊＊のため中止します。」 

(処)(抽) 連絡責任者 ――「明日の作業は中止ですね。了解しました。」 

② 受 注 者  ―― 「××建設の△△ですが、♯♯課の☆☆さんをお願いします。 

 明日の作業は、＊＊のため中止します。 

 □□の○○さんには連絡しました。」 

監督担当  ――「はい、☆☆です。××建設の△△さんですね。 

明日の作業は中止ですね。□□の○○さんに連絡済ですね。 

了解しました。」 

 

イ 作業を実施する場合 

 

① 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、□□（下水処理場又は抽水所名） 

ですね？○○さんをお願いします。 

明日は作業をします。ポンプ停止は可能ですか？」 

(処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、○○です。××建設の△△さんですね。 

明日は作業をするのですね。ポンプ停止は可能です。」 

    受 注 者  ――「はい、それでは明日朝また電話します。」 

 

② 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、♯♯課の☆☆さんをお願いします。 

明日は作業をすると□□の○○さんに連絡しました。 

ポンプ停止は可能だそうです。明日朝また電話します。」 

監督担当  ――「はい、☆☆です。××建設の△△さんですね。 

明日は作業をする予定で、ポンプ停止も可能ですね。 

□□の○○さんに連絡済ですね。明日朝また電話をくだ 

さい。」 
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（２） 作業当日の連絡応答例 

 

ア 作業を中止する場合 

 

③ 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、□□（下水処理場又は抽水所名） 

ですね？○○さんをお願いします。 

今日の作業は＊＊のため、中止します。」 

(処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、○○です。××建設の△△さんですね。 

今日の作業は中止ですね。」 

 

④ 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、♯♯課の☆☆さんをお願いします。 

今日の作業は＊＊のため、中止します。 

□□の○○さんには連絡しました。」 

監督担当  ――「はい、☆☆です。××建設の△△さんですね。 

今日の作業は中止ですね。□□の○○さんに連絡済ですね。了解し 

ました。」 

 

イ 作業を実施する場合 

 

(ｱ) ポンプ停止依頼 

 

⑤ 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、□□（下水処理場又は抽水所名） 

ですね？○○さんをお願いします。 

▲▲の現場からです。今日は作業をします。ポンプ停止は可能ですか？」 

(処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、○○です。××建設の△△さんですね。▲▲の現場から 

ですね。今日は作業をするのですね。ポンプ停止は可能です。 

ポンプを停止し保安処置した後、電話します。」 

受 注 者  ――「はい、ポンプを停止し保安処置した後、電話してください。」 

 

(ｲ) ポンプ停止連絡 

 

⑥ (処)(抽) 連絡責任者 ――「□□の○○ですが、××建設の△△さんですね？ 

                     ※時※分ポンプを停止し保安処置しました。」 

     受 注 者  ――「はい、△△です。※時※分のポンプ停止と保安処置完了を了解しました。 

安全確認後本作業を開始します。」 
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(ｳ) 作業開始の連絡 

 

⑦ 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、♯♯課の☆☆さんをお願いします。 

□□の○○さんから、※時※分のポンプ停止の連絡を受けました。 

安全確認後本作業を開始しました。作業を終了する時○○さんに電話 

します。」 

監督担当  ――「はい、☆☆です。××建設の△△さんですね。□□の○○さんから、 

※時※分のポンプ停止の連絡を受けたのですね。安全確認後本作業を 

開始したのですね。作業を終了する時○○さんに電話してください。 

それでは、注意して作業を行ってください。」 

受 注 者  ――「了解しました。注意して作業を行います。」 

 

(ｴ) 退避完了の連絡 

 

⑧ 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、♯♯課の☆☆さんをお願いします。 

▲▲の現場からです。本日の作業は終了し、作業員全員が退避しました。」 

監督担当  ――「はい、☆☆です。××建設の△△さんですね。▲▲の現場からですね 

作業員全員の退避完了を了解しました。」 

 

(ｵ) 退避完了及びポンプ運転開始の連絡 

 

⑨ 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、□□（下水処理場又は抽水所名） 

ですね？○○さんをお願いします。 

▲▲の現場からです。本日の作業は終了し、作業員全員が退避しました。」 

(処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、○○です。××建設の△△さんですね。▲▲の現場 

からですね。作業員全員の退避を了解しました。ポンプの 

保安処置を解除し運転準備を行います。」 

                  「運転準備をしますので、その間、作業員全員の退避を再度確認して、

（電話を切って）もう一度連絡をください。」 

 

    受 注 者  ――「××建設の△△ですが、□□（下水処理場又は抽水所名） 

ですね？○○さんをお願いします。 

▲▲の現場からです。 

「作業員全員の退避を再度確認しました。」 

(処)(抽) 連絡責任者  ――「はい、○○です。××建設の△△さんですね。▲▲の現場 

からですね。 

作業員全員退避の再確認を了解しました。これから保安処置の 

解除を完了し、ポンプ運転を開始します。」  

受 注 者  ――「これからのポンプ運転の開始を了解しました。」 
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 (処)(抽) 連絡責任者  ――「※時※分ポンプの運転を開始しました。」 

受 注 者  ――「はい、※時※分のポンプ運転開始を了解しました。」 

 

(ｶ) ポンプ運転開始連絡 

 

⑩ 受 注 者  ――「××建設の△△ですが、♯♯課の☆☆さんをお願いします。 

□□の○○さんから※時※分のポンプ運転開始の連絡を受けました。」 

監督担当  ――「はい、☆☆です。××建設の△△さんですね。□□の○○さんから 

※時※分のポンプ運転開始の連絡を受けたのですね。了解しました。」 
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(ｷ) ポンプ運転開始連絡（水位の復元等を確認する場合） 

 

             ⑨の途中から 

 

 

⑨ (処)(抽) 連絡責任者  ――「※時※分ポンプの運転を開始しました。」 

受 注 者 ――「はい、※時※分のポンプ運転開始を了解しました。」 

 

① 受 注 者 ――「水位の復元と異常のないことを確認したのち電話します。」 

(処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、水位の復元と異常のないことを確認したのち電話 

してください。」 

 

(ｸ) 水位の復元確認報告 

   

② 受  注 者 ――「××建設の△△ですが、□□（抽水所又は下水処理場名） 

ですね？○○さんをお願いします。▲▲の現場からです。水位の 

復元と異常のないことを確認しました。」 

(処)(抽) 連絡責任者 ――「はい、○○です。▲▲の現場からですね。水位の復元と 

異常のないことを了解しました。」 

 

③ 受  注 者  ――「××建設の△△ですが、♯♯係の☆☆さんをお願いします。 

□□の○○さんから※時※分のポンプ運転開始の連絡を受けました。 

その後、水位の復元と異常のないことを連絡しました。」 

 監督担当  ――「はい、☆☆です。××建設の△△さんですね。□□の○○さんか 

ら※時※分のポンプ運転開始の連絡を受け、その後水位の復元と 

異常のないことを確認して連絡したのですね。了解しました。」 
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２ 連絡応答例（緊急時） 

 

（１） 作業当日の連絡応答例 

 

ア 作業開始後、下水処理場・抽水所の都合で作業を中止退避させる場合 

(ｱ) 緊急時の作業中止・退避連絡 

 

11 (処)(抽) 連絡責任者  ――「□□の○○ですが、××建設の△△さんですね？▲▲の現場です

ね？緊急にポンプ運転の開始が必要になりました。作業を中止して、

作業員全員退避してください。※分で退避できますね？ 

作業員全員が退避できれば、電話してください。」 

受 注 者  ――「はい、▲▲の現場の△△です。了解しました。※分位で退避できます。 

作業員全員が退避した後、電話します。」 

 

 

 

連絡フロー（通常時）⑧に続く 
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ＦＡＸによる連絡例 

１ 連絡応答例（通常時） 

（１） 作業当日の連絡例 

   イ 作業を実施する場合 （エ）退避完了の連絡 ⑧ 

 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. c 

送    信    先                     

【会社名】 クリアウォーターOSAKA株式会社 

【部署名】     ○○事務所 

                 ♯♯課 

【名前】      ☆ ☆  様 

【電話番号】    090-0000-0000 

【ＦＡＸ番号】    06-8888-8888 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】  ××建設 

【部署名】   ♭♭課  

 

【名前】       △ △  

【電話番号】    090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】   06-7777-7777 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）                

【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

 【▲▲の現場の本日の作業は終了し、作業員全員が退避しました。】 

 

 

 

 

連絡応答例（緊急時）のとき（ １１の続き ） 

【▲▲の現場の作業を中止し、作業員全員が退避しました。】 
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１ 連絡応答例（通常時） 

（１） 作業当日の連絡例 

   イ 作業を実施する場合 （エ）退避完了の連絡 ⑧ 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. c 

送    信    先                     

【会社名】 ××建設 

【部署名】  ♭♭課 

                

【名前】      △ △  様 

【電話番号】     090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】    06-7777-7777 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】  クリアウォーターOSAKA 株式会

社 

【部署名】      ○○事務所 

♯♯課 

【名前】       ☆ ☆ 

【電話番号】    090-0000-0000 

【ＦＡＸ番号】   06-8888-8888 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）                

【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

【▲▲の現場の作業員全員の退避を了解しました。】 
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１ 連絡応答例（通常時） 

（１） 作業当日の連絡例 

   イ 作業を実施する場合 （オ）退避完了及びポンプ運転開始の連絡 ⑨ 

 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. d 

送    信    先                     

【会社名】クリアウォーターOSAKA 株式会社 

【部署名】 □□下水処理場 

              （□□抽水所） 

【名前】      ○ ○  様 

【電話番号】    090-3333-3333 

【ＦＡＸ番号】    06-6666-6666 

 

 

  

 

送    信    元                     

【会社名】  ××建設 

【部署名】   ♭♭課  

 

【名前】       △ △  

【電話番号】    090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】   06-7777-7777 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）                

【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

 【▲▲の現場の本日の作業は終了し、作業員全員が退避しました。】 

 

 

 

連絡応答例（緊急時）のとき（ １１の続き ） 

【▲▲の現場の作業を中止し、作業員全員が退避しました。】 
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１ 連絡応答例（通常時） 

（１） 作業当日の連絡例 

   イ 作業を実施する場合 （オ）退避完了及びポンプ運転開始の連絡 ⑨ 

 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. c 

送    信    先                     

【会社名】 ××建設 

【部署名】  ♭♭課 

                

【名前】      △ △  様 

【電話番号】     090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】    06-7777-7777 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】クリアウォーターOSAKA 株式会社 

【部署名】  □□下水処理場  

（□□抽水所） 

【名前】       ○ ○ 

【電話番号】    090-3333-3333 

【ＦＡＸ番号】   06-6666-6666 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）                

【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

【▲▲の現場の作業員全員の退避を了解しました。】 

【ポンプの保安処置を解除し、運転準備ができています。】 

 【作業員全員の退避を再度確認し、もう一度ＦＡＸしてください。】 
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１ 連絡応答例（通常時） 

（１） 作業当日の連絡例 

   イ 作業を実施する場合 （オ）退避完了及びポンプ運転開始の連絡 ⑨ 

 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. e 

送    信    先                     

【会社名】クリアウォーターOSAKA 株式会社 

【部署名】 □□下水処理場 

              （□□抽水所） 

【名前】      ○ ○  様 

【電話番号】    090-3333-3333 

【ＦＡＸ番号】    06-6666-6666 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】  ××建設 

【部署名】   ♭♭課  

 

【名前】       △ △  

【電話番号】     090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】   06-7777-7777 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）                

【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

 【▲▲の現場の作業員全員の退避を再度確認しました。】 

 【ポンプの運転を開始してください。】 
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１ 連絡応答例（通常時） 

（１） 作業当日の連絡例 

   イ 作業を実施する場合 （オ）退避完了及びポンプ運転開始の連絡 ⑨ 

 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. d 

送    信    先                     

【会社名】 ××建設 

【部署名】  ♭♭課 

                

【名前】      △ △  様 

【電話番号】     090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】    06-7777-7777 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】クリアウォーターOSAKA 株式会社 

【部署名】  □□下水処理場  

（□□抽水所） 

【名前】       ○ ○ 

【電話番号】    090-3333-3333 

【ＦＡＸ番号】   06-6666-6666 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）                

【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

 【▲▲の現場の作業員全員退避の再確認を了解しました。】 

 【※時※分ポンプの運転を開始しました。】 
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１ 連絡応答例（通常時） 

 （１） 作業当日の連絡例 

   イ 作業を実施する場合 （オ）退避完了及びポンプ運転開始の連絡 ⑨ 

 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. f 

送    信    先                     

【会社名】クリアウォーターOSAKA 株式会社 

【部署名】 □□下水処理場 

               （□□抽水所） 

【名前】      ○ ○  様 

【電話番号】    090-3333-3333 

【ＦＡＸ番号】    06-6666-6666 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】  ××建設 

【部署名】   ♭♭課 

 

【名前】       △ △ 

【電話番号】    090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】   06-7777-7777 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）                

【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

 【※時※分のポンプ運転開始を了解しました。】 
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２ 連絡応答例（緊急時） 

（１）作業当日の連絡例 

ア 作業開始後、下水処理場・抽水所の都合で作業を中止退避させる場合 （ア）緊急時の作

業中止・退避連絡 11 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. e 

送    信    先                     

【会社名】 ××建設 

【部署名】  ♭♭課 

                

【名前】   △ △  様 

【電話番号】     090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】    06-7777-7777 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】クリアウォーターOSAKA 株式会社 

【部署名】  □□下水処理場  

（□□抽水所） 

【名前】       ○ ○  

【電話番号】    090-3333-3333 

【ＦＡＸ番号】   06-6666-6666 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）        
 【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

 【緊急に、▲▲の現場へのポンプ運転の開始が必要となりました。 

作業中止して作業員全員退避してください。※分で退避できますね。】 

 【作業員全員が退避できれば、ＦＡＸしてください。】   
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２ 連絡応答例（緊急時） 

（１）作業当日の連絡例 

ア 作業開始後、下水処理場・抽水所の都合で作業を中止退避させる場合 （ア）緊急時の作

業中止・退避連絡 11 

 

 

 

ＦＡＸ送付書        年 Ａ月 ｂ日 No. g 

送    信    先                     

【会社名】クリアウォーターOSAKA 株式会社 

【部署名】 □□下水処理場 

              （□□抽水所） 

【名前】      ○ ○  様 

【電話番号】     090-4444-4444 

【ＦＡＸ番号】    06-7777-7777 

 

 

 

 

送    信    元                     

【会社名】 ××建設 

【部署名】   ♭♭課 

 

【名前】      △ △ 

【電話番号】    090-3333-3333 

【ＦＡＸ番号】   06-6666-6666 

 

送 信 枚 数  （本紙含め）        
 【枚数】            １ 枚   

  

 ≪≪≪≪≪≪≪≪工事に伴うポンプ運転操作の変更等の連絡について 

 下記のとおり連絡しますので、よろしくお願いします。 

                                    敬具 

 

 【▲▲の現場の緊急退避の連絡了解しました。※分位で退避できます。】 

【作業員全員が退避した後、ＦＡＸします。】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
以後の応答は⑧につづく 
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工事等連絡記録簿 添付資料－４

工 事 等 実 施 日

工事等名称 ： 現　　　　場　　　　名　　：　     　　年　　月　　日（　　）

監 督 担 当者 ： 処理場　・　抽水所名　：

請 負 者 ： 請負者連絡責任者①　：

現 場 代 理人 ： 請負者連絡責任者②　：

をする 月日 時刻 (処)(抽) 請負者 監督担当者 内　　　　容 操作時刻 回　　答

1 発信・受信 ／ ： ：

2 発信・受信 ／ ： ：

3 発信・受信 ／ ： ：

4 発信・受信 ／ ： ：

5 発信・受信 ／ ： ：

6 発信・受信 ／ ： ：

7 発信・受信 ／ ： ：

8 発信・受信 ／ ： ：

9 発信・受信 ／ ： ：

10 発信・受信 ／ ： ：

11 発信・受信 ／ ： ：

12 発信・受信 ／ ： ：

13 発信・受信 ／ ： ：

14 発信・受信 ／ ： ：

15 発信・受信 ／ ： ：

16 発信・受信 ／ ： ：

17 発信・受信 ／ ： ：

18 発信・受信 ／ ： ：

19 発信・受信 ／ ： ：

20 発信・受信 ／ ： ：

連　絡　日　時番
号

連　絡　責　任　者 連　　絡　　内　　容
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工事等連絡記録簿　記入例 添付資料－５

工 事 実 施 日

工事等名称 ：　≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪工事 現　　　　場　　　　名　　：　▲▲ ○○○○年 A 月 ｂ 日（ 火 ）

監 督 担 当 者 ：　♯♯係　☆☆　　　TEL０９０-００００-００００ 処理場　・　抽水所名　：　□□　　　TEL０９０-３３３３-３３３３

請 負 者 ：　×× 建設　　　　　TEL　１１-１１１１-１１１１ 請負者連絡責任者①　：　△△　　　TEL０９０-４４４４-４４４４

現 場 代 理 人 ：　♭♭課　△△　　　TEL　２２-２２２２-２２２２ 請負者連絡責任者②　：　▽▽　　　TEL０９０-５５５５-５５５５

をする 月日 時刻 (処)(抽) 請負者 監督担当者 内　　　　容 操作時刻 回　　答

1 発信・受信 A／a 17:00 ○○ △△ ①明日作業あり ポンプ停止可能か？ 明日朝またTELする ： 了解　ポンプ停止可能

2 発信・受信 A／ｂ 8:30 ○○ △△ ⑤▲▲現場から　今日作業あり　ポンプ停止可能か？ ： 了解　ポンプ停止可能

3 発信・受信 ／ ： ⑤ポンプ停止　保安処置後TELする ： 相手了解

4 発信・受信 ／ ： No.X,YポンプOFF 8:50

5 発信・受信 ／ ： No.X,Y吐出弁単独に切替 8:51

6 発信・受信 ／ ： ZZブレーカ切 （　：　）

7 発信・受信 ／ ： No.X,Yポンプ　"工事中操作禁止"札取付 8:53

8 発信・受信  ／ｂ 8:55 ○○ △△ ⑥8：53ポンプ停止　保安処置完了 ： 相手了解

9 発信・受信  ／ ： ： 　　　安全確認後　本作業開始する

10 発信・受信  ／ｂ 11:37 ○○ △△ ⑨▲▲現場から　作業員全員退避完了 ： 了解

11 発信・受信 ／ ： ⑨ポンプ保安処置解除　運転準備する ： 相手運転準備完了まで待つ

12 発信・受信 ／ ： ZZブレーカ入 （　：　）

13 発信・受信 ／ ： No.X,Y吐出弁連動に切替 11:43

14 発信・受信 ／ ： ⑨運転準備完了　作業員全員退避再確認依頼 ： 相手作業員全員退避再確認完了した

15 発信・受信 ／ ： ⑨保安処置解除を完了し、ポンプ運転開始する ： 相手了解

16 発信・受信 ／ ： No.X,Yポンプ"工事中操作禁止"札取外　No.X,YポンプON 11:47

17 発信・受信 ／ ： ⑨11:47ポンプ運転開始した ： 相手了解

18 発信・受信 ／ ： ：

19 発信・受信 ／ ： ：

20 発信・受信 ／ ： ：

連　絡　日　時番
号

連　絡　責　任　者 連　　絡　　内　　容

(処)(抽)連絡責任者

操作内容も記入する

ほかの担当の場合
も使用する

実際は○数字不要

可能であれば行う
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          添付資料－６ 

用 語 の 説 明 

 

ポンプ 

水処理施設等へ汚水を送水するポンプ及び、河川等へ雨水を排除するポンプのこと。 

  

取入口水位 

   抽水所または、下水処理場沈砂池の取入口に流入する水位のこと。 

  

低水位運転 

工事に影響のあるポンプを、吐出弁開度の調整、回転数調整、ポンプの間欠 運転等により運転調整し、

一定の低水位に保持すること。 

  

受注者現場代理人 

請負契約の的確な履行を確保するため、工事現場の取り締まりのほか、工事の施工及び、契約関係事

務に関する一切の事務を処理する者として、工事現場に置かれる受注者の代理人で、工事現場に常駐す

る人のこと。 

 

受注者監理技術者 

建設工事の施工に当たり、下請負契約が、建設業法に定められた下請負契約金額以上の場合に設置

する技術者であり、当該建設工事の、施工を担当するすべての専門工事業者等を適切に指導、監督する

人のこと。 

  

受注者業務責任者 

管渠の調査・清掃等の委託業務の管理・運営に必要な知識、技能、資格及び経験を有し、委託契約の

履行に関して業務の管理及び統轄を行う受注者の代理人のこと。 

 

受注者連絡責任者 

本連絡体制における受注者側の連絡責任者（複数の体制）であり、現場に常駐し、現場の状況把握が

できる、工事請負に係る現場代理人及び監理技術者等、または業務委託に係る業務責任者等のこと。 

 

下水処理場連絡責任者 

 本連絡体制における下水処理場側の連絡責任者で、あらかじめ定めた、当直の主任等のこと。 

 

抽水所連絡責任者 

 本連絡体制における抽水所側の連絡責任者で、あらかじめ定めた、当直の主任等のこと。 

 

翌日作業予定の連絡 

 受注者側からの作業予定連絡のこと。 

 なお、ポンプ停止に備え、低水位とするには、この事前連絡が必要である。  

 

作業開始 

 管渠内あるいは槽内に人が入り作業を開始すること。 

 

作業終了 

   管渠内あるいは槽内での、すべての作業を終了したこと。 

なお、地上部においての、残務整理等のための作業については含まない。 
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退避 

 管渠内あるいは槽内から全員退出すること。 

 

ポンプ停止 

工事に影響のあるポンプを停止し、保安処置を行うこと。 

ただし、ポンプの停止に当たっては、ポンプ停止時間を長く確保するため、時間をかけて管渠内の水位

を下げ、管渠内貯留可能水量を確保する必要がある。  

 

保安処置 

誤操作による、ポンプ運転を防ぐための処置のこと。 

遠方監視制御では、操作禁止表示札の取付、ポンプ操作スイッチに誤操作防止のためにカバー等を取

付けること。 

また、現場操作のみの場合は、上記に加えて可能な限り遮断器の開放・引き出し、制御電源切りなどを

行うこと。 

 

操作禁止表示札 

 誤ってポンプを運転しないように、操作場所に取り付ける表示札類のこと。 

 

ポンプ運転準備 

 作業終了を受け、確認し、ポンプ保安処置を解除すること。 

 

ポンプ運転可能の連絡 

ポンプ運転準備が終わり、受注者側に再度、ポンプ運転の可否を確認すること。 

 

ポンプ運転開始 

停止させていたポンプを運転開始すること。 

 

水位復元等状態確認 

   水位の復元及び、異常の有無を確認すること。 

 

大阪市降雨情報システム   

  ＵＲＬ http://www.city.osaka.jp/ame 

パソコンをインターネットに接続することにより、常時大阪市域の降雨状況を画面で確認できるものであ

る。  

 

排管系統図 

下水道排管図のこと。下水道総合情報システムの 施設管理（管路）システム（または大阪市建設局ＨＰ

にある下水道台帳情報）の情報をもとに作成したものである。 

 

昇降設備の確認 

マンホール等の昇降設備の取付状態、腐食状態、危険性の有無を確認すること。 

 



 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

４ 下水管きょ調査報告書の作成要領 
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下水管きょ調査報告書の作成要領   

   

本要領は、クリアウォーターOSAKA株式会社が委託する下水管きょ調査業務委託におい

て、報告書を作成するために必要な事項を定めるものである。   

   

１．路線の整理番号は、次のとおり１スパン毎に付ける。   

（１）同一路線で複数のスパンがある場合は、「路線番号－スパン番号」を付ける。   

例：路線番号が３で、２スパンある場合、「No.３－１」と「No.３－２」となる。   

（２）同一路線内に１スパンしか無い場合は、路線番号のみとする。   

   

２．調査報告書の内容及び編集   

（１）全体調査路線図   

（２）管きょ調査内容（路線毎に下記の①～⑥をセットとする。）   

① 路線平面図   

② 路線縦断面図   

③ 調査結果集計表   

④ 調査表   

⑤ マンホール部調査表（扇形マンホール、特殊マンホールの場合に必要。）   

⑥ 写真（整理番号順とする。）   

※：④から⑥は１スパン毎にセットとする   

   
３．調査報告書・調査表のサイズ及び冊数については次のとおりとする。   

（１）調査報告書はＡ４判製本とする。調査表はＡ４判とする。   

（２）調査路線が多く報告書が厚くなる場合は、監督職員の指示を受け分冊するように

する。   

   

４．調査報告書の作成   

（１）全体調査路線図   

    全体調査路線図は、設計図書に添付の調査位置図を使用し、次のとおり着色する。   

① 当該分冊に収納した調査路線    →  赤   

② 別分冊に収納した調査路線     →  ピンク   

③ 調査不能等により削除した路線   →  水色   

  （２）路線平面図   

路線平面図は、大阪市台帳システムの施設平面図（1/500、Ａ３判）を使用し、以下に 

従い着色及び記載する。なお、大阪市台帳システムの施設平面図は、当会社が支給する。 
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① 調査対象の路線の範囲  →  赤 ただし、路線が２枚以上にまたがる場合は 

続き箇所をピンクで着色する。   

② 整理番号        →  赤  

③ 測量結果        →  赤［該当する旧の値の直上に（ ）書で記載］ 

測量は次の項目について行う。   

（ｱ） マンホール間距離   

（ｲ） 管径   

（ｳ） ＭＨ（調査対象管きょのＭＨ及び最大ＭＨ）   

（ｴ） マンホール部地盤高さ（ＯＰ表示）   

（ｵ） 管底高（ＯＰ表示）   

（ｶ） マンホール種別   

（ｷ） マンホール寸法（四辺形の特殊マンホールのみ）  

（３）路線縦断面図   

路線縦断面図は、測量結果に基づいて作成するものとし、作成方法は、以下によるも

のとする。  

① 縮尺は縦１／５０、横１／５００を原則とする。   

② 図面の大きさはＡ３判とする。   

③ 記載する事項は次の項目とする。   

上記③測量結果(ア)～(キ)及び 

管種、マンホール管理番号（８桁）、調査時（晴天時）水位。   

④ 記載する数値の単位は、管径及び水位は mm 単位とし、他は全てｍ単位と

する。なお、延長等は小数以下二位止とし、地盤高、管底高およびＭＨは少

数以下三位止めとする。   

⑤ 整理番号を記入する。   

⑥ 管に折れ・たるみ等がある場合は図示する。   

（４）調査結果集計表   

路線毎に、別添の「調査結果集計表」を作成する。   

（５）調査表   

    調査表は、別添の「テレビカメラ用調査表」、「目視用調査表（円形管）」、「目視用調査

表（暗きょ）」を、それぞれの調査方法及び内容に合ったものを使用する。   

① 記入上の注意点   

（ｱ） 調査表の各項目欄は、すべて記入する。なお、布設年度は大阪市のデータ

を、マンホール管理番号は正規（８桁）のものを記入する。   

（ｲ） 調査結果を示す略図は大きさを持たせ、略図の中にクラック・破損等の内容

を次の凡例により図示するものとし、位置関係等も明確に記載する。またス

パン毎の上流及び下流のマンホールより１本目の管きょについては、その長

さを測定し記入する。  
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  凡        例   

  

縦断クラック   

  

横断クラック（輪切り方向）   

 
  

目地開き   

  

破損・欠落・浸食などの範囲   

   Ｔ   

     
取付管   

    

勾配不良の範囲   

（※は 3A～3D の記号を記入）   

 

（ｳ） 調査表は、各スパン毎に１枚作成する。ただし、本管の本数が多く１枚に入

らない場合は複数枚で可とする。複数枚とした場合には、整理番号の末に 

Ａ,Ｂ, を付ける。   

例：「No.３－１－Ａ」   

（ｴ） 本管の中程で障害物等があり両側のマンホールから調査した場合は、調査表

１枚で整理記載する。ただし、本管の本数が多く 1 枚に入らない場合は、

上記（ウ）と同様複数枚で可とする。   

（ｵ） 管種は次の例に従い記入する。   

ＣＶ：暗渠   

ＨＰ：遠心力鉄筋コンクリート管（ヒューム管）   

ＣＰ：コンクリート管   

ＴＰ：陶管   

ＶＰ：硬質塩化ビニル管   

ＦＰ：強化プラスチック複合管（FRPM）   

 

  

      

※       
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（６）マンホール部調査表  マンホール部の調査表は、以下に示す例の平面略図・縦断図・ 

横断図を作成し、次の内容を記載する。   

① 路線番号・マンホール管理番号（８桁）   

② 異常箇所の図示（調査表の凡例による。） 〈平面略図〉   

 

 

 
  2   2   

 

 

〈縦断図〉1-1               〈横断図〉2-2   

 

   

   

※各寸法は、内寸で実測値を記載。マンホールに接続してある管きょの図示と、その

内径及び位置関係も記載。   

   

 

  

  

L1    

H1    

  H3   

H4     

ｄ   
    

ｅ   
    

ｆ   
    

H2    

W1    

H2    
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（７）写真   

① 写真は、異常箇所及び取付管部、管径の測定状況等を対象として撮影する。   

② 異常箇所及び取付管部は、１箇所毎に次に示す全項目を撮影する。   

（ｱ） 異常箇所及び取付管が管体のどの部分（位置）にあたるのか確認できるもの。 

（テレビカメラ調査の場合は直視）   

（ｲ） 異常箇所及び取付管の詳細が確認できるもの。   

（テレビカメラ調査の場合は側視）   

（ｳ） 異常箇所の範囲が確認できるもの。   

（テレビカメラ調査の場合は、直視・側視の併用）   

（ｴ） 異常個所のうち、管きょに段差やズレがある場合は、ズレ幅が明確に確認 

できるよう撮影する。   

（ｵ） その他状況把握に必要なもの 

③ 管径の測定状況等は、次に示す全項目を撮影する。   

（ｱ） 管径は、上下流共明確に確認できるよう標尺等（上下左右）を用いて、下水

管きょと共に撮影する。(W1,H2)    

  

〈測定箇所〉 

 

  

（ｲ） 異常がない箇所については、管口及び管内（30ｍピッチ程度）で、管内状況が

わかるように撮影する。   

（テレビカメラ調査の場合は直視）   

（ｳ） その他状況把握に必要なもの。   

④ 写真は、状況説明に必要な情報（文字、記号含む。）を併せて記録するものとし

テレビカメラ調査の場合は専用モニターに表示させたものを、目視調査の場合は

看板等に表示して撮影する。 

⑤ 上記①～④の写真と同等以上と認められるものであって、特殊な方法等で撮影を

行う場合は事前に監督職員の承諾を得るものとする   
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５ 集水ます・取付管調査報告書の作成要領 
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集水ます・取付管調査報告書の作成要領 

  

本要領は、クリアウォーターOSAKA株式会社が委託する集水ます・取付管調査業務委託に

おいて、報告書を作成するために必要な事項を定めるものである。   

  

１．路線の整理番号は、次のとおり１スパン毎に付ける。   

（１）同一路線で複数のスパンがある場合は、「路線番号－スパン番号」を付ける。   

 

２．調査報告書の内容及び編集   

（１）全体調査路線図   

（２）集水ます・取付管調査内容（路線毎に下記の①～④をセットとする。）   

① 現場実施台帳 

② 検査台帳   

③ 出来高集計表 

④ 写真（整理番号順とする。）   

 

３．調査報告書・調査表のサイズ及び冊数については次のとおりとする。   

（１）調査報告書はＡ４判製本とする。 

（２）調査路線が多く報告書が厚くなる場合は、監督職員の指示を受け分冊するように

する。   

 

４．調査報告書の作成  

（１）現場実施台帳 

現場実施台帳（Ａ３判）を使用し、以下に従い着色及び記載する。なお、現場実施台帳は

当会社が支給する。 

① 調査対象の路線の範囲  →  赤 

ただし、路線が２枚以上にまたがる場合は、続き箇所をピンクで着色する。 

② 整理番号        →  赤 

③ 調査結果        →  赤 

調査内容は次の項目について行う。   

（ｱ） 集水ます等種別 

（ｲ） インバート有・無 

（ｳ） 占用位置・(Ⅰ型ます)危険度判定 

（ｴ） 鉄板・グレーチングの有・無、設置状態 

（ｵ） 点検が不可能な場合の内容 
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（ｶ） 未記載の場合、別途、下記の内容を測量し記載する。 

・集水ます等種別、インバートの有・無 

・取付管の管種、管径、布設延長、上流からの見出し距離 

（２）出来高集計表   

路線毎に、「出来高集計表」を作成する。   

（３）検査台帳 

検査台帳は、現場実施台帳に現地で確認した内容を整理して監督職員へ提出する。 

（４）写真 

① 写真は、集水ますや取付管の設置状況や異常箇所等を対象として撮影する。   

② 異常箇所については、１箇所毎に次に示す全項目を撮影する。   

（ｱ） 集水ますや取付管のどの部分（位置）にあたるのか確認できるもの。   

（ｲ） 取付管の内部の場合、管口からどの部分（位置）にあるのか、詳細が確認

できるもの。 

（ｳ） 集水ますの管口付近や、取付管のジョイント部分に段差やズレがある場合

は、ズレ幅が明確に確認できるもの。   

（ｴ） その他状況確認できるもの。   

③ 上記①～➁の写真と同等以上と認められるものであって、特殊な方法等で撮

影を行う場合は事前に監督職員の承諾を得るものとする。 

（５）調査結果データ 

監督職員は入力用の CSVファイルのデータを受注者に交付し、受注者は調査結果デー

タを３営業日以内に入力し監督職員に提出する。 

 



区分 ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

取付管判定基準

取付管老朽度判定基準

取付管の点検項目

取
付
管

Aランク Bランク Cランク

破損

満水状態

脱却
（管の外側が露出している）

管径 1/3 以上

侵入根が流下を
阻害しているもの

噴き出ている

クラック
軸方向・円周方向

勾配不良

ズレ・段差

土砂・油脂・モルタル等による
堆積

―

破損にについてはすべてAランク（管の欠落状態含む）

対応管の状態

ヘアークラックがある

管径の1/2未満の滞留

20mm未満

管径の 1/10 未満

―

鉄筋露出状態

全てＡランク

円形を保っている

管径の1/2以上が滞留

20mm以上
(管の外側が露出していない)

管径 1/10 以上 1/3 未満

木根侵入しているが流下に支障
なし

流れている

骨材露出状態

―

腐食

他企業施設の吐出・貫通

非円形状態

木根侵入

侵入水

表面が荒れた状態

―

陶管

塩ビ管

点検項目 点検内容

早急に対応を要する

計画的な対応を要する

対応する必要なし

早急に対応を要する

計画的な対応を要する

対応する必要なし

管の小変形、接続部の不良など確認され、継続監
視を要するもの。

管の変形や接続部などに異常が無く、維持管理に
おいて支障がないもの。

管の接続部などに異常が無く、維持管理において
支障がないもの。

管の断面欠損(弛み・折れなどの大変形)接続部の
開口など確認され、陥没の恐れがあるもの。

管の破損、接続部の開口など確認され、陥没の恐
れがあるもの。

管のクラック、接続部の不良など確認され、継続
監視をようするもの。

①地下水の侵入の有無

堆積の状況

損傷の状況

不明水の状況

取付管内部の状況
（管口からの可視範囲） ①土砂、油脂類、モルタルの有無

②たるみ、の有無

③木根侵入の有無

①破損、クラック、腐食の有無

②継手の「ズレ、段差の有無

③他企業体施設（管等）の露出の有無
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①地下水の侵入の有無

その他
①集水ます（種別）

②鉄板の有無

③占用位置

④臭気発生の有無

集水ます内部の
状況

堆積の状況

①土砂、モルタル、油脂類の堆積付着

②インバートの設置状況。破損の有無

③殻、ゴミ等の異物投棄

損傷の状況

①取付管及び排水管の管口不良

②腐食、ブロックの破損、側低魂の状況

③他企業体施設（管等）の露出の有無

不明水の状況

地表面及び
ふたの状況

地表面の状況

①亀裂、沈下、陥没の有無

②溢水の有無

ますふたの状況

①蓋のがたつき、開閉状況

②蓋の亡失、受枠の損傷

点検項目 点検内容

インバート無 汚水流入有 ― 汚水流入無

他企業体施設の露出 全てAランク※1 ― ―

開閉困難 ― 全てBランク ―

集水ますの点検項目

蓋のがたつき・亡失・損傷 蓋の亡失
蓋が損傷・がたついてるが機能

は維持している
―

土砂、モルタル、油脂類の堆積
（殻・ゴミ等の異物投棄含む）

― 全てBランク ―

土砂流入無 ―

侵入水 噴き出ている 流れている にじんでいる

集水ます判定基準

集
水
ま
す
（
ま
す
扱
い
の
マ
ン
ホ
ー
ル
含
む
）

Aランク Bランク Cランク

躯体の破損
※蓋枠含む

破損 全体的にクラック 一部にクラック

インバート 洗掘・破損 豆状態 部分的豆状態

目地不良
（レンガ・ブロック・管口）

陥没の恐れがある（土砂流入
有）
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Ⅰ型集水ます（レンガ積） ①

Ⅰ型集水ます（ブロック積） ②

Ⅱ型集水ます（レンガ積） ③

Ⅱ型集水ます（ブロック積） ④

Ⅲ型集水ます（レンガ積） ⑤

Ⅲ型集水ます（ブロック積） ⑥

Ⅳ型集水ます（レンガ積） ⑦

Ⅳ型集水ます（ブロック積） ⑧

簡易集水ます ⑨

私設型ます ⑩

3種マンホール ⑪

4種マンホール ⑫

4種特殊マンホール ⑬

組立０号マンホール ⑭

組立１号マンホール ⑮

災害時汚水受入用 ⑯

その他マンホール ⑰

Ⅰ型（構造不明） ⑱

存在不明 ⑲

鉄板あり 鉄

グレーチングあり グ

不良　（曲がっている） 曲

不良　（足欠落） 足

不良　（腐食） 腐

鉄板及びグレーチングの有無

鉄板及びグレーチング状態

（現場実施台帳図面記入記号）

集水ます等種別
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蝶番取替済 不①

点検不可（不明） 不②

点検不可（蓋固着） 不③

点検不可（自動販売機） 不④

点検不可（化粧蓋） 不⑤

点検不可（シャッター内） 不⑥

点検不可（グレーチングビス止め） 不⑦

点検不可（鉄板ビス止め） 不⑧

点検不可（植木鉢） 不⑨

点検不可（駐車車両） 不⑩

点検不可（建築工事中） 不⑪

点検不可（民地内・後日点検要） 不⑫

点検不可（室外機） 不⑬

点検不可（民地内） 不⑭

点検不可（その他障害物） 不⑮

特殊集水ます ⑯

雨水ます（別途、本市指示） ⑰

道路内に設置 Ａ

道路側溝内に設置、ただし道路にはみ出る Ｂ

道路側溝内に設置 Ｃ

側溝を除く宅地内や他用地内等に設置 Ｄ

道路内にⅠ型集水ます設置 Ａ

道路内に、はみ出たⅠ型集水ます設置 Ｂ

Ⅰ型集水ます蓋が道路側溝から10㎝程度以上落差 Ｃ

Ⅰ型集水ます蓋が道路側溝から10㎝程度以上落差（鉄板等処理済み） Ｄ

側溝を除く宅地内等で地表面と集水ます蓋が10㎝程度以上落差 Ｅ

正常範囲の設置 Ｆ

集水ます点検不可　（現場実施台帳図面記入記号）

状態評価Ｂ

状態評価Ｃ

集水ます占用位置

Ⅰ型集水ます等危険度判定
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路線 集水ます点検 取付管調査

Aランク Bランク Aランク Bランク

備　  考

委託名称　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受注者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

出 来 高 集 計 表

不具合箇所

集水ます 取付管
図面番号

数　量(個所)
【報告書作成数量】

数　量 ( 個所)
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－記入例－

現場実施台帳
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鉄①CF④AF EP ①CF①AA

グ①CF
インバート破損

不②

不③

鉄①CF
1.50ｍ木の根

①CF
2.15ｍズレB 鉄①BB

⑤AF
2.50ｍクラックA

－記入例－

グ②CF,EP
33.00（3.20）15

検査台帳
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